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キミ子方式を用いた子どもの絵画活動の指導法
−A認定こども園5歳児「お父さんの絵を描こう」の活動記録から−
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１）新見公立大学健康保育学科　２）認定こども園泉幼稚園

（2022年9月21日受付、11月16日受理）

１．研究の目的と方法

１）目的と方法
本稿の目的は、キミ子方式を用いた子どもの絵画活動の

指導法について、保育現場での実践を通して考察すること
である。

キミ子方式とは、松本キミ子が1970年代に考案した描画
指導法である。小中学校の代替教員時代に、絵の描けない
子どもと接したこと、自分が行った授業がうまくいかなか
ったこと等から、試行錯誤を繰り返し考案された。その後、
小・中・高等学校の教師による講習会でキミ子方式が紹
介され、全国的に広まった。

キミ子方式の特徴としては、「道具、題材、描き方が決
まっていること」「使用する絵の具を赤・黄・青の三原色
と白の4色に限定し混色して自分の色を作ること」「植物・
動物・人工物をモデルとし、その成長や製造の順に従って
観察しながら描き進めること」「構図は描かれた絵の大き
さに合わせて画用紙を継ぎ足す、余白の部分を切り取る等
によって決めること」が挙げられる１）。

これまで、描画法や子どもの描画活動に結びつく実践的
な書籍は多く出版されてきたが、保育現場におけるキミ子
方式の実践を基にした内容や指導法については、造形教育
の研究対象としてはほとんど見られない。

そこで、本研究では、キミ子方式の出版物、キミ子方式
に関する文献、キミ子方式を用いた絵画活動を実践する、

認定こども園A幼稚園（以降、A幼稚園）の「お父さんの絵
を描こう」の指導案、活動記録を用いる。それらの記述を
確認し、A幼稚園の絵画活動の内容や方法と子どもの育ち
について考える。
２）倫理的配慮

今回取り上げるA幼稚園の指導案、活動記録等について
は、本研究に使用することを園長、幼稚園教諭の先生方に
事前に説明資料を用いて説明し、ご理解、ご同意をいただ
いた上でご提供いただいたものである。また、園名、活動
の画像、子どもの作品の画像の使用に関しても許可をいた
だいている。

２.絵画活動「お父さん（おじいちゃん）の絵を描こう」の

ねらい

A幼稚園で実践されている、キミ子方式を活用した絵画
活動の事例として、「お父さん（おじいちゃん）の絵を描
こう」の活動を取り上げる。

活動のねらいは、指導案（表1）にあるように、①実物大
のお父さんの特徴をとらえて伸び伸びと絵を描くことを
楽しむこと、②今まで気が付かなかった実際の目、鼻、口、
眉毛を知ること、③様々な絵の描き方があることを知り、
挑戦すること、④想像ではなく、実物を見て見えたように
描いてみること、の4点である。準備物はキミ子方式の準備
物として定着している、「画版、画用紙(白)、絵の具・まん
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本稿は、認定こども園A幼稚園の絵画活動「お父さんの絵を描こう」の指導案や活動記録の内容を調査し、キ
ミ子方式を用いた絵画活動の指導法が子どもに与える影響や育ちについて考察したものである。A幼稚園の活
動には、子どものペースを重視した体制作りや子どもの意思に任せ個々に時間を調整する指導、会話を通して
子どもの困難に寄り添う指導、子どもとともに描画し作品を完成させる指導等、指導の工夫が見られた。

キミ子方式等の描画法を子どもの表現活動に生かすことは、画一的な作品や個性のない作品を生む可能性が
あるものの、子どもの実態に沿うことに重点を置いた計画的な指導案や体制づくりの工夫によって、作品に自
由を与えること、子どもの感動や発見、満足感等を与える活動となることが分かった。このように、キミ子方
式のよさを子どもの実情に合わせアレンジされた指導法によって、子どもの心に寄り添い満足感を与える絵画
活動の実践が可能となる。
（キーワード）描画指導法、キミ子方式、子どもの絵画活動、保育現場
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てんカラー（写真1)、水彩バケツ、雑巾、セロハンテープ」
２）に加え、キミ子方式の準備物には挙げられていない「オ
イルクレヨン黒1本」である。

活動で使用する絵の具は、子どもの絵本等を取り扱う株
式会社フレーベル館が、４歳から6歳の幼児向けに開発し
た「まんてんカラー（固形水彩絵の具）」である。固形水
彩絵の具とは、固形の状態の水彩絵の具で水に溶ける性質
を持ち、絵の具に加える水の量で色の濃淡やにじみやぼか
しといった表現が可能である。また、絵の具が収納された
ケースとパレットが一体型になっているものも多く、持ち
運びや塗り始める準備が簡単であるため、水彩絵の具を初
めて使用する子どもにとって扱いやすい絵の具といえる。

まんてんカラーは絵の具のケース自体がパレットの役
割を果たす構造であり、円形の固形絵の具が上下2段に6色
ずつ配置された、見た目の美しい絵の具である。まんてん
カラーを使用した絵画活動は全国の幼稚園のホームペー
ジ３）等で確認することができるが、蓋を開けた時にみられ
る子どもの様子の共通点は、パレット内に規則正しく配置
された美しい色に歓喜の声をあげ目を輝かす姿である。

A幼稚園の活動においても同様の姿が見られ、活動開始
時の子どもの姿として、「まんてんカラー(絵の具)に興味を
持ち自由に絵画活動を楽しむ姿が見られる」と指導案に記
述されている。また、絵画指導を行う先生方の活動記録に
は「美しい色に魅せられて、ついつい塗ることにのめり込
む子どもが多いように思われます。それはそれで、とても
よいと思います。」と記述されている。活動のねらいに子
どもの色への興味に関する記述はないが、子どもらしい気
づきや心を重視する優れた対応と考えられる。

３．絵画活動の流れと指導の方法

１）導入
絵画活動は、各部位がどの様な形なのか、どのような特

徴があるのかについて、園長が言葉がけを行いながら、実
際に描いて見せることから始まる。この言葉がけにより、

子どもたちは今まで気が付かなかったことを発見する。実
際の言葉がけ、描画の様子は以下のとおりである（表2）（写
真2）。

岡本　直行・八子　美代子・蓮沼　唯
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写真１　まんてんカラー

写真2　お父さんの絵を描こう（下描き）の指導の様子

１．鼻・鼻の穴
園長「人間は、息をするね。一番大事な鼻の穴から描い
てみましょう。息をしないと、死んでしまうよね。」　　　
※画用紙の中心に小さく描いてみせる。

２．目・眉毛　
園長「その上に目。上瞼と下瞼に挟まれて、目の玉があ
るね。まつ毛もあるよ。」

３．口・歯　
園長「今度は、鼻の下に口。上唇と下唇があって、その
中に歯があるんだね。」

４．耳　
園長「まるで耳の中は迷路みたいだね。」　

５．髪の毛、顎
顔のパーツがかけたら、髪と耳と顎を繋ぐ。

６．首　
園長「次は重い頭を支える首。顔と同じくらいの大きさ
だよ。ほら！！」
※園長の首を示す。
園長「細いとポキンと折れてしまうよ。」

７．肩　
園長「次は肩。これは大事です。顔よりずっとずっと大
きいよ」
※園長が自分の身体で示す。　

８．服　
園長「お父さんはどんな服を着ているか思い出してみ
て。ズボンを履いているね。描いてあげて！」

９．靴　
園長「お父さんの靴、大きいよ。どんな靴にする？」
※園長の履いている靴を脱いで見せるとともに、言葉か
けにより考えさせる。

表2　お父さんの描画の流れ（下描き）



キミ子方式を用いた子どもの絵画活動の指導法
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表1　お父さんの絵を描こうの指導案



園長の言葉がけや描画による導入、また、向き合った友
達の顔や体を観察しながら、子どもたちは各部位の特徴を
理解していく。その後、子どもたちは向き合った友達の鼻、
目、耳、顎等を観察した後、オイルクレヨンを用いて絵画
活動に入っていく。
2）展開
①描画

描き始めは、保育者の指導により、鼻からと設定する。こ
れは、完成した時の絵の大きさが大きくなるように導くた
めに考えられた方法である。一般的に、人間の顔を描く時
等の描き始めは顔の輪郭となることが多い。例えば、「小
河原智子の似顔絵入門」４）等の人物画の入門書には、顔の
特徴の基本となるのが目の位置であること、目の位置を決
めるには、顔の輪郭が基準となること等が記されており、
顔の輪郭から目の順に描き進めるのが理論上の自然な流
れとしている。

しかし、最初に描いた顔の輪郭が小さな円であった場
合、その円以上の広がりを持つ顔を描くことは不可能であ
る。小さい顔を描く子どもに何とか大きな絵を描かせる方
法がないかと考えたA幼稚園の園長は、キミ子方式の出発
点を決め、隣へ隣へと描き進める理論５）から、鼻の穴を出
発点として外へ外へと描き広げる方法に気が付いたとい
う。以降、この方法にて指導を行ってきているが、子ども
全員が大きな絵を描くようになり、自信をもって完成を告
げるという。

鼻の穴の次には、鼻、目、口と、近くのものに観察を通
して、時には触って確かめながら順に描いていく。その際、
保育者は側で見守り、手が止まり描けなくなる子どもに
は、これまでの頑張りを認め、無理強いをすることなく見
守るように心がけている。また、子どもの困難がどこにあ
るのか、子どもがどうしたいのか等を引き出すためのサポ
ートを行う。
実際に起こったやり取りを提示する（表3）。

子どもの描画が画用紙からはみ出した場合は、保育者に
呼びかけるよう伝え、子どもの描画の状況や必要に応じて
画用紙を付け足していく。子どもの絵画活動への意欲を途

絶えさせることがないように、また、すぐに画用紙を追加
して絵画活動に専念できるように、複数の保育者で見守る
体制を取っている。そのような指導や配慮の工夫を重ねな
がら、お父さんの大きな絵の下描きが出来上がる。
②彩色

下描きの次は彩色である。肌の色を友達と比較し合いな
がら、会話を通して違いに気が付くように促す。友達との
肌の色に違いがあること、自分の肌にも様々な色の差があ
ることに気が付いた子どもは、顔、髪、髭等の各部に色の
違いがあること、その形にも違いがあることに気付きなが
ら彩色していく。また、身に着けている服や眼鏡、靴等、身
体全体の色彩や背景にまでこだわりを持ち彩色する子ど
もも現れる。

保育者は、そのような子どもの気づきや様子を褒めると
ともに、新たな発見や考えを導き出すように言葉がけに工
夫をしながら活動を見守る。最後に、満足した顔で完成し
た作品を提出する子どもに対し、子ども一人ひとりの頑張
りを認め褒めるとともに、作品の素晴らしい点が積極的に
言葉を通して伝えられる。
③まとめ（完成）

キミ子方式を活用したA幼稚園の絵画活動で完成した、
お父さん（おじいちゃん）の絵は写真3にある通りである。

４．子どもの個性や進度に対応した絵画活動指導の留意点

子どもの絵画活動においてA幼稚園で留意している点
は、「①時間内に終わらせるのではなく、個別のペースで
活動できるよう時間を作ること、②日を変えて、何度も挑
戦できる環境を用意すること、③手が止まってしまう子ど
もには子どもの困難を聞き出しサポートすること、④物の
大きさや形に気が付くような言葉がけを重視すること、⑤
時には保育者も子どもとともに絵を描くこと」である。

まず、絵画活動の時間についてである（①）。絵画活動
のモデルを観察し、形や物理的な構造等を理解すること、
様々な色の存在や違いに気付くこと、描画を描き進めるこ
と等、絵画活動には様々な行程があり、その理解力や表現
力、興味・関心等は子どもによって様々である。集中力を
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岡本　直行・八子　美代子・蓮沼　唯

子ども「先生かけない…」　
保育士「難しいのかー。どこを描きたいのかな？」　
子ども「お父さんの体が分からない。」　　　　　　　
保育士「そうなんだね。でも首までは上手く描けたね！！

じゃあ首と繋がっているのはどこの部分だろう…。
先生の体はどうなってる？」　

※保育士は首から肩をなぞってみせる。
子ども「肩かな？」　
保育士「じゃあ次は肩を描いてみようか！」

表3　手が止まり描けなくなる子どもへの支援

写真3-1　完成したお父さんおじいちゃんの絵
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高め、1日で描画を完成させる子どもがいる反面、少しずつ
描き進め、何日もかけて完成させる子どももいる。

そのような個々の子どもの考えや行動を尊重し、子ども
自身で準備をして、絵画活動に取り組むことが可能な環境
を整えるよう配慮しているそうである。自由遊びの時間な
どを利用し、子ども自身が絵画活動を再開したいと考えた
時に、自身で準備して作品を仕上げていく方法や長時間の
活動で疲れがでない、嫌気がささないように、仕上げを急
がないように指導する方法、集中力を持って短時間絵画活
動を行う、疲れたら活動を中止する、を繰り返して完成さ
せる方法等、子どもの状態に合わせた指導に留意してい
る。

次に、日を変えながら何度も挑戦できる環境についてで
ある（②）。絵画活動において、同じモデルを使用した絵
画を何枚描いてもよいこととし、子どもが気に入り納得し
た作品、自信を持った作品制作が可能な環境を整えてい
る。子どもの気分が乗らない時、絵画活動をやりたくない、
嫌と感じている時等の作品は、子どもにとってお気に入り
の絵にならないというA幼稚園の考え方による指導方法
である。無理に描かせようとすると描画を苦手とする子ど
もを生むことにつながるであろう。この指導は、これ以上
描画を続けたくないといった子どもの心に寄り添うキミ
子方式に通ずる指導方法５）であり、それまで集中して描い
た子どもの作品を大切に取り扱う指導方法と考えられる。

手が止まってしまう子どもには、子どもの困難な部分を
聞き出しサポートする方法を取っている。前述したよう
に、子どもと保育者が言葉を交わしながら子どもの困難や
気持ちを共有し、新たな発見や解決策に導くように対応し
ている（③）。

また、描画の過程で描いている絵が小さくなってしまう
子どもいる（④）。大人は子どもに大きな絵を求める傾向
が高い。それは、大きな子どもの絵は、元気があってよい、
上手な絵等と評価されることが多く、画用紙全体に絵を描
く子どもは、絵を描くことが好き、自信があると考えられ
ているからである。

しかし、現実には絵を描くことに自信がない、描いた絵
を見られたくないといった子どももいる。そのような絵の
対処法として、絵が画用紙の中心に来るように、画用紙自
体を切り整えることをキミ子方式では推奨している６）。こ
の方法はA幼稚園でも日常的に実践されている方法であ
るが、一度は大きな絵を描き満足な笑顔を見せてほしいと
の願いから、モデルの大きさに気が付くことのできる言葉
がけを行うように心がけている。そこで、お父さんの絵の
活動中に「みんなのお父さんってどのくらい大きいのか
な。先生よりも背が高いかな。」等と声をかけてみたとこ
ろ、物の大きさを比較しながら大きな絵を描く子どもが増
加したそうである。大きさの比較可能な対象が身近にある
ことに気が付くと、子どもたちは大きさをイメージしやす
いと考えられる。

最後の留意点は、時には保育者も子どもとともに絵を描
くことである（⑤）。子どもは、自分が描きたいものを描
く自由画には抵抗を感じないが、設定された題材を描く絵
画活動においてはどこから手をつければよいかの判断が
つかず、困ってしまうことがある。そのような状況が繰り
返されると、「白い画用紙の恐怖」といわれる、描画に苦
痛を感じる、描かされる、といった感情を抱く子どもがい
ることが分かっている。

そのような状況に対応するために、A幼稚園では、保育
者も子どもの隣で、子どもと同じペースで描画を行う機会
を作るようにしている。例えば、「次に先生は〇〇を描こ
うかな。T君も描いてみるかな。」「ここ、難しいね。どう
なっているのかな。」「次はどこを描きたいのかな。」等、
会話をしながら取り組むのである。その結果、子どもの方
から徐々に「こうしたい」という感情が芽生えることがあ
るという。

５．考察

A幼稚園の絵画活動はキミ子方式を活用しているが、キ
ミ子方式の「描き始めの基本」７）と異なる点が2点ある。

1点目は、オイルクレヨンを使用して下描きをすること
である。キミ子方式の描画の基本では、描画は下描きをす
ることなく、絵の具を混色して自分の色を作り画用紙に直
に描画することとしている８）。画用紙に塗られた色の隣の
色や形を観察し、自分が感じた色を新たに作り隣へ隣へと
描き進めることで、自然と全体を描き終えることができ
る。キミ子方式では、絵を描くことが苦手な人に苦手なこ
とはやめること、下描きをしないことを説いている９）。白
い画用紙を目の前にして何を書いていいかわからずに手
が止まってしまう、いわゆる「白い画用紙の恐怖」を抱く
子どもにとっては、救いとなる観点といえる。

では、子どもの絵画活動において、下描きを描くことは
避ける行程であろうか。A幼稚園でキミ子方式を活用した

キミ子方式を用いた子どもの絵画活動の指導法

写真3-2　完成したお父さんおじいちゃんの絵



絵画活動を行う子どもの年齢が、5歳児であることを忘れ
てはならない。子ども描画の発達段階において、5歳半ばの
子どもの絵に現れる変化は、輪郭線で描くこと、場面を描
くことの2点である。

5歳児までの絵は独立した形を付け足す描き方である
が、5歳児以降の絵は複数の形を連続した輪郭で一つにま
とめた描き方となる。複数の部分を一つの輪郭にまとめて
表現することは、絵の全体像に計画性を持ち表現できるよ
うになるからである。幼児の絵は、何がどこにあるかを描
く時期から、次第にどう見えるかを意識した描画に変化し
ていく。これは子どもの絵の発達に関わる大きな流れとい
うことができ、その後は、輪郭線で描く描画方法が子ども
の絵の主体となっていく。

また、5歳児までは、1枚の紙に複数のモチーフを描いた
としても、なんとなく関係のあるものを並べるという絵で
あるが、5歳児になると、誰々が何々しているところ、とい
う場面を描く試みが現れる。子どもによっては、さらに発
展したストーリー性のある絵や絵本を作ることもある。ま
た、男児と女児とで描く絵の内容に差が出る時期でもあ
る。

以上の点から考えると、5歳児の子どもがオイルクレヨ
ンで輪郭を描くことは、子どもに無理なく絵画活動を楽し
ませること、子どもの描画の発達段階に適した絵画活動の
方法であること等、子どもの優れた絵画活動を展開するた
めに、A幼稚園の子どもの特性とキミ子方式の指導法上手
く融合させた、優れた取り組みと考えられる。

2点目は、A幼稚園の絵画活動で12色の固形絵の具を使
用することである。キミ子方式では使用する絵の具をチュ
ーブからパレットに絞り出した、赤・黄・青・白の4色に
限定しており10）、それらを混色することで新しい色が生ま
れること、色の美しさに気付くこと、色の分量の違いによ
って色のトーンに差が出ることを子どもが知ることがで
きる。その経験と知識を活かし、子どもが自分の色を作り
彩色することによって複雑な色合いを持った作品となる。

しかし、絵の具をチューブから必要量絞り出し筆を自在
に操り混色することは、5歳児にとっては困難な作業であ
る。固形絵の具は筆の水で絵の具を溶かして色を取り出す
画材であり、筆で絵の具の表面をこする回数によって色が
濃くなる、という仕組みである。一度に多くの絵の具が溶
けることもなく、子どもでも簡単に色のトーンを生み出す
ことが可能となる。また、固形絵の具が固定された容器自
体がパレットの役割を担い、片付け等が簡単なことから、
幼児に適した画材といえる。また、固形絵の具を幼児の絵
画活動に使用する計画は、子どもの発達段階を重視した方
法であると考えられる。

指導においては、キミ子方式をうまく取り入れた方法が
見られる。顔の部位の説明や子ども同士をむき合わせて観
察し、その形や役割について知ること、友達と自分の各部

の形や大きさの違いに気付くこと、人によって肌の色が異
なること等を実感できるように、指導を工夫している。実
際の絵画活動では、子どもの発達段階を考慮し、オイルク
レヨンを使用して下描きをすること、子どもが扱いやすい
絵の具を使用して彩色すること等、配慮した指導を行い、
下描き、彩色を個々のペースを尊重することによって、子
どもが納得して完成可能な体制を確立させている。

このように、子どもの活動のペースを重視した体制を整
え、子どもの意思に任せて完成までの活動回数や時間を調
整できること、子どもの困難に寄り添い会話を通して悩み
や不安を引き出しその対策方法を援助すること、子どもの
気づきや気持ちを共有し、一緒になって作品を完成させる
こと等、言葉がけや細かい配慮が計画的に配置されてい
た。子どもの意思を尊重して作品を仕上げる方法は、長時
間の活動で疲れや嫌気がでない活動の体制を整えること
につながっている。

A幼稚園の絵画活動には、キミ子方式を用いながら、そ
れ指導内容や指導法をそのまま流用するのでなく、A幼稚
園で生活する子どもの実情に合わせた指導法にうまくア
レンジしている。その柔軟な考え方や指導計画、方法は、子
どもの感動や発見、挑戦しやり遂げたという満足感や達成
感を与えるとともに、子どもが気に入り納得した作品作り
が可能となる。A幼稚園の指導内容は、子どもの心に寄り
添うキミ子方式のよさを活かした指導方法であり、それま
で集中して子どもが描いた作品を大切に取り扱う指導方
法と考えられる。

６．まとめ

本稿では、キミ子方式の出版物、キミ子方式に関する文
献、キミ子方式を用いた絵画活動を実践するA幼稚園の
「お父さんの絵を描こう」の指導案、活動記録、園長や保
育者へのインタビューを用い、キミ子方式を用いた子ども
の絵画活動の内容や方法、子どもの育ちについて考察し
た。

キミ子方式等の描画法を子どもの表現活動に生かすこ
とは、画一的な作品や個性のない作品を生む可能性がある
ものの、子どもの実態に沿うことに重点を置いた計画的な
指導案や環境づくり、援助の方法によって、作品に自由を
与えることも可能であることが分かった。また、子どもの
感動や発見、満足感等を与える活動となることも明らかに
なった。

今後は、A幼稚園の指導内容や方法をさらに詳細に分析
し、子どもの実態に即した指導の内容や方法の在り方につ
いて考察することを継続したい。
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